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今
年
も
師
走
を
迎
え
、
1
年

の
終
わ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
こ
の
1
年
を
振
り
返
る
と
、

日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
る
中

で
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

や
、
も
う
少
し
丁
寧
に
向
き
合

う
べ
き
だ
っ
た
こ
と
が
思
い
返

さ
れ
ま
す
。
今
年
の
反
省
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
本
学
園
に
通

う
児
童
、
生
徒
、
学
生
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
改
善
す
べ
き
は

改
善
し
、
社
会
の
要
請
に
応
え

ら
れ
る
教
育
活
動
を
今
後
も
全

力
で
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
年
9
月
、
文
部
科
学
省
か

ら
「
今
後
の
教
育
課
程
、
学
習

指
導
及
び
学
習
評
価
等
の
在
り

方
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会

論
点
整
理
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
、「
前
回
（
学

習
指
導
要
領
）
改
訂
時
に

2
0
3
0
年
頃
の
未
来
と
し
て

描
い
た
社
会
像
が
想
像
以
上
の

速
さ
で
現
実
化
」
と
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。「
十
年
一
昔
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

は
じ
め
と
す
る
技
術
革
新
に
よ

る
変
化
の
加
速
や
情
報
量
の
爆

発
的
増
加
に
よ
り
、「
昔
」
を

感
じ
る
時
間
感
覚
が
大
き
く
変

わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

「
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
人
間
の
職

業
を
奪
う
」「
今
学
ん
で
い
る
こ

と
が
将
来
通
用
し
な
く
な
る
」

な
ど
、
将
来
へ
の
不
安
を
示
す

声
や
未
来
予
測
は
こ
れ
ま
で
数

多
く
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

か
に
、
技
術
革
新
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
気
候
変
動
な
ど
、
未
来

を
生
き
る
皆
さ
ん
が
直
面
す
る

課
題
は
ま
す
ま
す
複
雑
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
行

き
が
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、本
学
園
は
建
学
の
精
神「
人

間
是
宝
」と
校
訓「
今
日
学
べ
」

に
立
ち
返
り
、
こ
れ
を
基
盤
と

し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
対

応
す
る
学
び
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

先
日
、
本
学
園
の
中
学
・
高

校
で
、
卒
業
生
を
招
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
業
経
験
を
直
接
聞
き

な
が
ら
職
業
の
意
義
や
働
く
こ

と
の
価
値
を
学
ぶ
行
事
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
卒
業
生
が
後
輩
た
ち
の

た
め
に
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、中
学
生
の
頃
か
ら「
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
、
こ
の
行
事

の
講
師
と
し
て
母
校
に
戻
る
」

と
決
意
し
、
そ
れ
を
実
現
し
た

卒
業
生
も
い
ま
し
た
。
こ
の
行

事
に
参
加
し
た
あ
る
生
徒
は

「
自
分
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り

た
い
。『
夢
は
あ
き
ら
め
な
け

れ
ば
叶
う
』
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
、
一
日
一
日
を
大
切
に

し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
夢
を
叶
え

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
感
想
を
聞
い
た
と
き
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
Ａ
Ｉ

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
代
替
で

き
な
い
人
生
の
大
き
な
力
と
な

る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
の
年
齢
や
立
場
を
超
え

た
交
流
を
通
じ
て
、「
社
会
に

出
て
も
自
分
を
支
え
て
く
れ
る

人
が
い
る
」「
自
分
も
ま
た
誰
か

を
支
え
る
存
在
に
な
れ
る
」
と

い
っ
た
意
識
が
在
校
生
の
心
に

芽
生
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
体
験
が
、
社
会
に
出

た
後
も
生
き
る
力
と
な
り
、
他

者
を
尊
重
し
、
自
ら
も
価
値
あ

る
存
在
と
し
て
成
長
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
先
月

本
学
園
の
埼
玉
栄
高
校
に
て
、

悲
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

前
途
あ
る
生
徒
の
一
命
が
失
わ

れ
、
い
く
ら
悔
や
ん
で
も
悔
や

み
き
れ
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ

た
生
徒
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
を
は
じ

め
、
関
係
生
徒
、
ご
心
痛
を
抱

か
れ
た
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

人
と
人
が
つ
な
が
る
力

学
校
法
人
佐
藤
栄
学
園

理
事
長

田
中

淳
子

埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉
自自自自自自
動動動動動動
車車車車車車
大大大大大大
学学学学学学
校校校校校校

埼
玉
自
動
車
大
学
校
は
、
車

と
バ
イ
ク
の
祭
典
、
第
54
回
埼

自
大
祭
・
オ
ー
ト
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
2
0
2
4
を
、
11
月
9
日
、

10
日
の
2
日
間
、
埼
玉
自
動
車

大
学
校
を
会
場
に
開
催
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
、
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
、

外
車
な
ど
の
珍
し
い
車
の
展
示

や
カ
ー
ス
タ
ン
ト
、
ト
ラ
イ
ア

ル
デ
モ
走
行
の
迫
力
あ
る
シ
ョ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
バ
ン
ド
、
吹
奏

楽
の
演
奏
も
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
会
場
を
魅
了

し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

多
く
の
方
々
に
車
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
っ
た
。
今
年
も
2

日
間
で
約
7
、
0
0
0
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
大
盛
況
の
祭
典

と
な
っ
た
。

平平平平平平
成成成成成成
国国国国国国
際際際際際際
大大大大大大
学学学学学学

平
成
国
際
大
学
は
、「
一
祭

合
祭

〜R
ising

country

〜
」
と
題
し
た
学
園
祭
を
11
月

9
日
、
10
日
の
2
日
間
大
学
校

内
で
開
催
し
た
。

充
実
し
た
校
内
の
展
示
、
刑

法
の
研
究
会
に
よ
る
模
擬
法
廷

の
開
催
、
多
く
の
模
擬
店
の
出

店
、
中
庭
中
央
ス
テ
ー
ジ
で
の

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

で
会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
今
年
度
新
設
さ
れ
た

日
本
語
別
科
の
学
生
も
参
加
し
、

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り
や
花
咲
徳
栄

高
校
の
和
太
鼓
同
好
会
に
よ
る

演
奏
な
ど
に
興
味
深
く
見
入
っ

て
い
た
。
そ
の
他
、「
加
須
市

長
と
久
喜
市
長
と
埼
玉
の
未
来

を
語
る
」
と
い
う
大
学
祭
特
別

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
両
市
の

将
来
像
に
つ
い
て
、
法
学
部
の

各
ゼ
ミ
代
表
の
学
生
か
ら
多
様

な
提
言
が
飛
び
交
い
、
盛
会
と

な
っ
た
。
今
年
も
、
大
学
な
ら

で
は
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

大
変
有
意
義
な
大
学
祭
と
な
っ

た
。
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私
は
2
0
1
7
年
に
花
咲
徳

栄
高
等
学
校
、
2
0
2
3
年
東

京
歯
科
大
学
を
卒
業
し
、
歯
科

医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
ま
し

た
。
同
年
4
月
か
ら
獨
協
医
科

大
学
病
院
の
口
腔
外
科
で
臨
床

研
修
を
受
け
、
2
0
2
4
年
4

月
か
ら
レ
ジ
デ
ン
ト
（
専
攻

医
）
と
し
て
同
大
学
病
院
に
勤

務
し
つ
つ
、
大
学
院
医
学
研
究

科
に
進
み
、
医
療
技
術
を
学
び

な
が
ら
、
研
究
・
学
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

口
腔
外
科
は
悪
性
腫
瘍
、
唇

顎
口
蓋
裂
、
顎
変
形
症
、
顎
関

節
症
、
埋
伏
智
歯
抜
歯
、
骨
折

を
含
む
外
傷
な
ど
の
診
察
や
手

術
立
ち
会
い
を
し
ま
す
。
7
月

か
ら
3
ヶ
月
間
、
歯
科
以
外
に

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

で
研
修
し
ま
し
た
。

救
急
搬
送
さ
れ
た
患

者
様
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ル
ー
ト
確
保
、
気
管
挿
管
等
の

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
現

在
は
麻
酔
科
で
指
導
医
の
先
生

の
も
と
、
手
術
で
使
用
す
る
麻

酔
管
理
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
学
で
の
6
年
間
、
主
に

歯
科
分
野
を
学
び
ま
し
た
。
現

在
は
全
身
の
状
況
を
鑑
み
な
が

ら
口
腔
を
診
る
こ
と
で
、
幅
広

い
知
識
や
技
術
が
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
身
に
付
い
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
に
な
り
た
て
の

私
は
、
机
上
の
学
習
で
対
応
で

き
な
い
臨
床
現
場
に
数
多
く
直

面
し
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

は
そ
の
日
の
う
ち
に
指
導
医
の

先
生
に
聞
い
た
り
、
専
門
書
を

読
ん
だ
り
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

り
し
ま
す
。
患
者
様
の
命
に
関

わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、「
疲
れ

て
い
る
か
ら
明
日
で
い
い
や
」

と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
校
訓
「
今
日
学
べ
」

は
、
医
療
現
場
で
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
な
の
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

口
腔
外
科
の
医
局
は
、
月
、

火
、
水
、
金
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。
外
来
の
患
者

様
、
病
棟
の
患
者
様
と
症
状
や

今
後
の
治
療
方
針
を
納
得
い
く

ま
で
話
し
合
い
ま
す
。
時
に
は

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
終
わ
る
の

が
日
付
を
ま
た
ぐ
こ
と
さ
え
あ

り
ま
す
。
肉
眼
所
見
、
既
往
、

内
服
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
採
血
、

画
像
、
病
理
を
隅
か
ら
隅
ま
で

把
握
し
て
、
患
者
様
の
希
望
術

式
、
追
加
検
査
、
治
療
計
画
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
1
人
だ
け

の
所
見
で
は
見
落
と
し
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
で

多
角
的
に
所
見
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
花
咲
徳
栄

高
等
学
校
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
チ
ー

ム
の
各
人
が
意
見
を
出
し
合
い
、

解
決
策
を
導
い
た
経
験
が
、
今

と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
に
東
京
の
一
橋
講

堂
で
学
会
発
表
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
、
緊
張
の
あ

ま
り
足
が
が
く
が
く
震
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
勇
気
を
振
り

絞
っ
て
、
発
表
か
ら
質
疑
応
答

ま
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
発
表
の
準
備
段
階

で
症
例
を
集
め
、
デ
ー
タ
を
整

理
し
、
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

タ
ス
ク
を
一
連
の
流
れ
と
し
て

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
手
帳
」
に
記
入
し

て
実
行
し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
効

率
よ
く
準
備
で
き
ま
し
た
。

私
は
24
年
間
実
家
で
生
活
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
と
同

時
に
1
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し

た
。
実
家
に
い
る
と
き
は
家
事

の
手
伝
い
を
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
掃
除
、
洗

濯
、
料
理
に
か
な
り
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
も
「
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
手
帳
」
に

家
事
を
含
め
た
1
日
の
流
れ
を

計
画
す
る
こ
と
で
予
定
を
立
て

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

今
、
夢
が
叶
っ
て
歯
科
医
師

と
し
て
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
花
咲
徳
栄
高
等
学
校
の

教
育
方
針
の
も
と
、
諸
先
生
方

の
ご
指
導
の
お
か
げ
だ
と
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
決
し
て

夢
を
諦
め
ず
、
自
分
を
信
じ
て

前
向
き
に
努
力
す
る
こ
と
で
、

夢
は
必
ず
実
現
す
る
の
だ
と
確

信
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
花
咲
徳
栄
高
等
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、

基
礎
か
ら
1
つ
1
つ
積
み
上
げ

て
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

埼
玉
栄
高
校
男
女
駅
伝
部
は
、

10
月
30
日
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文

化
公
園
内
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
駅
伝
県
予
選
に
お
い
て
、
2

年
連
続
23
度
目
の
男
女
優
勝
に

輝
い
た
。
男
子
は
2
時
間
6
分

29
秒
で
8
年
連
続
43
度
目
、
女

子
は
1
時
間
11
分
40
秒
で
2
年

連
続
27
度
目
の
勝
利
と
な
っ
た
。

男
女
と
も
全
区
間
で
区
間
賞
の

圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
、
12
月

22
日
に
京
都
で
行
わ
れ
る
全
国

高
校
駅
伝
に
出
場
す
る
。
ま
た
、

男
子
バ
レ
ー
部
が
、
11
月
10
日
、

サ
イ
デ
ン
化
学
ア
リ
ー
ナ
さ
い

た
ま
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
バ

レ
ー
埼
玉
県
予
選
で
、
3
年
ぶ

り
10
度
目
の
頂
点
に
立
ち
、
来

年
1
月
5
日
か
ら
東
京
体
育
館

で
行
わ
れ
る
全
日
本
高
校
選
手

権
に
出
場
す
る
。
3
チ
ー
ム
の

活
躍
を
期
待
す
る
。
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為
ヶ
谷
早
紀

花
咲
徳
栄
高
等
学
校

平
成
29
年
卒
業

獨
協
医
科
大
学
病
院
口
腔
外
科
専
攻
医

第第5544回回埼埼自自大大祭祭・・オオーートトジジャャンンボボリリーー
平平成成国国際際大大学学 大大学学祭祭
大大盛盛況況のの22日日間間がが終終了了

「
自
分
を
信
じ
て
前
向
き
に
努
力
」

思
い
を
巡
ら
せ
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ク
ラ
ス
・
学
年
・
学
校
が
一
致
団
結
‼

中
学
体
育
栄
光
祭

普
通
科
2
年
生
を
対
象
に
、

Ｔ
Ｇ
Ｇ（T

O
K
Y
O
G
L
O
B
A
L

G
A
T
E
W

A
Y

）に
て
11
月

15
日
、
体
験
型
英
語
学
習
が
実

施
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｇ
Ｇ
は
東
京
青

海
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
し
い
タ

イ
プ
の
体
験
型
英
語
学
習
施
設

で
、
様
々
な
場
面
の
リ
ア
ル
な

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

体
験
で
き
る
。

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と
呼
ば

れ
る
英
語
話
者
の
案
内
で
、
生

徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
体
験
が
始

ま
っ
た
。
は
じ
め
は
緊
張
し
て

い
た
が
、
体
験
が
進
む
に
つ
れ

て
自
然
に
英
語
に
親
し
み
、
楽

し
ん
で
参
加
し
て
い
た
。
英
語

の
学
習
に
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
サ
イ
ク
ル

が
重
要
で
あ
る
が
、
普
段
の
練

習（P
ractice

）・
対
話
活
動

（In
teraction

）に
加
え
て
、

機
会
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
実

践
（C

om
m
u
n
ication

）

を
補
う
機
会
と
な
っ
た
。
生
徒

た
ち
が
活
躍
す
る
未
来
の
世
界

は
、
今
以
上
に
英
語
を
通
じ
て

多
様
な
人
々
が
つ
な
が
り
、
協

働
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
今
回
の
体
験
を
今
後
に

活
か
し
て
、
一
層
勉
学
に
励
ん

で
も
ら
い
た
い
。

今
年
8
月
に

開
催
さ
れ
た
第

48
回
全
国
高
校

総
合
文
化
祭

（
清
流
の
国
ぎ

ふ
総
文
2
0
2

4
）
の
写
真
部

門
で
、
普
通
科

3
年
医
学
コ
ー

ス
の
西
田
和
心

さ
ん
が
文
化
庁

長
官
賞
を
受
賞

し
た
。
西
田
さ

ん
は
高
校
か
ら
写
真
を
始
め

様
々
な
賞
を
受
賞
し
て
き
た
。

今
回
の
撮
影
は
水
に
焦
点
を
当

て
水
が
巡
る
様
子
を
4
枚
の
写

真
で
表
現
し
た
神
秘
的
な
写
真

だ
。
複
数
の
写
真
を
組
み
合
わ

せ
て
作
る
「
組
写
真
」

は
1
枚
写
真
が
違
う
だ

け
で
全
く
異
な
る
印
象

の
作
品
に
な
る
非
常
に

難
易
度
の
高
い
も
の
。

西
田
さ
ん
は
「
思
い
を

乗
せ
て
撮
る
こ
と
」
を

常
に
意
識
し
、
自
分
の
気
持
ち
、

場
の
雰
囲
気
を
写
真
に
込
め
、

見
た
人
に
感
動
を
伝
え
た
い
と

話
し
て
い
る
。
今
後
の
彼
女
、

写
真
部
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

る
。

熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
に

て
、
10
月
30
日
、
男
子
75
回
・

女
子
36
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
埼
玉
県
予
選
会
が
行

わ
れ
た
。
男
子
は
72
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
本
校
が
2
時
間
6
分

29
秒
で
8
年
連
続
43
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
46

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
女
子
も
本

校
が
1
時
間
11
分
40
秒
で
2
年

連
続
27
回
目
の
優
勝
を
飾
り
、

12
月
22
日
に
京
都
市
で
開
か
れ

る
全
国
大
会
に
男
女
そ
ろ
っ
て

出
場
を
決
め
た
。

4
区
で
区
間
新
記
録
を
マ
ー

ク
し
た
男
子
は
2
位
に
4
分
以

上
の
大
差
を
つ
け
た
。

1
区
の
岸
本
駿
吾
（
3
年
）

が
1
位
で
2
区
の
根
ヶ
山
蓮

（
2
年
）
に
た
す
き
を
繋
ぐ
と
、

続
く
3
区
の
馬
場
柚
（
1
年
）、

4
区
で
区
間
新
を
記
録
し
た
三

井
翔
太
（
3
年
）、
5
区
の
井

上
陸
斗
（
3
年
）、
6
区
の
出

口
覇
迦
（
1
年
）、
7
区
の
髙

澤
侑
世
（
3
年
）
の
全
員
が
区

間
賞
の
走
り
で
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。

女
子
も
同
じ
く
5
人
全
員
が

区
間
賞
の
快
走
で
、
2
位
に
5

分
近
く
差
を
つ
け
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
た
。

1
区
の
福
山
若
奈
（
2
年
）

か
ら
、2
区
の
久
保
田
菜
（々
2

年
）、
3
区
の
長
濱
心
咲
（
2

年
）、
4
区
の
柿
澤
り
ん
（
3

年
）
ま
で
2
位
に
対
し
て
ど
ん

ど
ん
差
を
広
げ
、
最
後
は
5
区

の
根
岸
彩
花
（
2
年
）
が
そ
の

勢
い
の
ま
ま
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し

た
。男

女
と
も
に
オ
ー
ル
区
間
賞

の
独
走
劇
を
演
じ
た
男
女
駅
伝

部
。
2
年
連
続
で
の
ア
ベ
ッ
ク

出
場
と
な
る
都
大
路
で
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
。

大
学
入
試
の
面

接
試
験
の
対
策
と

し
て
例
年
行
わ
れ

て
い
る
面
接
指
導

を
本
年
度
も
実
施

し
た
。
1
学
期
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

書
類
等
を
配
信
し
、

生
徒
に
各
大
学
の

情
報
を
ま
と
め
る

よ
う
に
指
示
し
た
。

受
験
レ
ポ
ー
ト
等

か
ら
過
去
の
質
問

例
を
ま
と
め
、
実

際
に
指
導
に
当
た

る
教
員
が
生
徒
の

受
験
実
態
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
担
任
が
入
退
室

や
挨
拶
、
志
望
理
由
等
の
基
本

指
導
を
行
い
、
そ
の
後
本
校
教

員
が
面
接
官
と
し
て
個
別
に
面

接
を
行
い
、
適
切
な
受
け
答
え

が
で
き
る
よ
う
指
導
し
た
。

年
内
の
面
接
指
導
は
終
了
し
、

高
校
全
体
で
実
施
す
る
面
接
指

導
は
一
端
終
了
と
な
る
。

来
年
す
ぐ
に
実
施
さ
れ
る
共

通
テ
ス
ト
、
そ
の
後
の
一
般
選

抜
入
試
を
受
け
る
生
徒
の
サ

ポ
ー
ト
も
全
力
で
行
い
、
生
徒

の
自
己
実
現
を
支
え
て
い
く
。

西
大
宮
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
西
大
宮
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ウ
ォ
ー
ク
」
を
10
月
27
日
、

開
催
し
た
。
こ
れ
は
総
合
探
究

部
が
取
り
組
む
「
学
生
主
体
の

街
づ
く
り
」
の
一
環
で
あ
る
秋

の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

学
校
周
辺
の
約
2
キ
ロ
を
歩
き

な
が
ら
地
域
で
働
く
人
と
暮
ら

す
人
の
交
流
の
機
会
を
創
出
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

昨
年
に
続
く
2
度
目
と
な
る
今

回
は
、
1
3
0
家
庭
・
4
7
0

名
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
校
内

で
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、
約
50
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
イ

ベ
ン
ト
を
運
営
し
た
。
学
校
を

出
発
し
、
西
大
宮
駅
前
を
経
由

し
な
が
ら
10
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
お
菓
子
を
も
ら
う
。

途
中
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
着
ぐ

る
み
を
着
た
生
徒
と
の
交
流
な

ど
飽
き
な
い
工
夫
を
取
り
入
れ

た
。
事
故
等
な
く
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
誘
導
の
方

法
な
ど
反
省
点
も
多
く
残
っ
た
。

保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
来
年
は
さ
ら
に
良
い
も

の
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
う
。

お
詫
び

11
月
16
日
、
深
夜
に
本
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
起
き
た
事
故
に

よ
り
、
前
途
あ
る
生
徒
一
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
生
徒
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
に
対
し
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
の
管
理
下
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位
、
ご
心
痛
を
抱
か
れ

た
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ぬ
よ
う
、
管
理

体
制
の
見
直
し
と
生
徒
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
第
一
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

こ
の
度
は
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

埼
玉
栄
中
学
・
高
等
学
校

校
長

町
田

弦

第
23
回
体
育
栄
光
祭
が
、
10

月
26
日
に
本
校
創
始
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
天

候
に
不
安
は
あ
っ
た
が
、
最
後

の
種
目
ま
で
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
生
徒
の

活
気
あ
ふ
れ
る
歓
声
が
響
き

渡
っ
た
。

今
年
度
の
競
技
種
目
は
、

1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
・
多
種
目

リ
レ
ー
・
学
年
交
流
綱
引
き
・

集
団
演
技
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
ダ
ン

ス
・
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン

プ
・
ク
ラ
ス
全
員
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
た
。

1
0
0
メ
ー
ト
ル
走

で
は
ど
の
選
手
も
ク
ラ

ス
代
表
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
。
大
き
な
声
援
と

共
に
各
選
手
の
勢
い
の

あ
る
走
り
は
学
年
に
か

か
わ
ら
ず
、
非
常
に
見

応
え
の
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
学
年
交
流
綱

引
き
で
は
、
1
・
2
・
3
年
生

の
代
表
生
徒
で
1
チ
ー
ム
を
作

り
、
4
チ
ー
ム
で
の
勝
敗
を
決

め
た
。
先
輩
、
後
輩
が
1
チ
ー

ム
に
な
り
互
い
に
協
力
す
る
こ

と
で
栄
中
の
絆
が
一
層
深
ま
っ

て
い
く
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
長
縄
跳
び
の
回
数
を
競

う
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
」
で

は
、
生
徒
は
ク
ラ
ス
全
員
で
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
声
を
張
り
上

げ
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
取
り

組
ん
で
い
た
。集
団
演
技
の「
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
ダ
ン
ス
」
は
男
女
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
作

り
上
げ
た
。
女
子
は
息
の
ピ
ッ

タ
リ
揃
っ
た
ダ
ン
ス
を
、
満
面

の
笑
み
で
楽
し
み
な
が
ら
踊
る

こ
と
が
で
き
た
。
男
子
は
組
体

操
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
難
易
度
の

高
い
演
技
を
入
れ
、

会
場
は
拍
手
喝
采

で
あ
っ
た
。

最
後
は
ク
ラ
ス

全
員
と
担
任
が
参

加
す
る
「
ク
ラ
ス

全
員
リ
レ
ー
」
を

実
施
。
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
激
戦
で
、

会
場
全
体
が
歓
声

で
包
ま
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

ク
ラ
ス
対
抗
は
優

勝
が
3
年
3
組
、

準
優
勝
は
3
年
2

組
、
3
位
は
3
年

4
組
で
、
3
年
が

上
級
生
と
し
て
の

威
厳
を
示
す
こ
と

が
で
き
た
体
育
祭

と
な
っ
た
。

芸
術
・
学
問
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
学
校
行
事
と
し
て
、
1

年
生
は
上
野
恩
賜
公
園
内
に

あ
る
施
設
を
見
学
す
る
、

M
useum

T
our

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ツ
ア
ー
）
を
実
施
し
た
。

対
象
と
な
る
施
設
は
、
東
京
国

立
博
物
館
、
国
立
科
学
博
物
館
、

国
立
西
洋
美
術
館
、
東
京
都
美

術
館
の
四
つ
の
施
設
で
あ
る
。

こ
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
特
集

や
作
品
、
施
設
を
班
で
話
し
合

い
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
計
画

し
見
学
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
た
だ
見
学
す
る
の
で
は
な

く
、
事
後
学
習
と
し
て
生
徒
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

見
据
え
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

た
め
、
九
月
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
事
前
学
習
を
進
め

て
き
た
。
各
班
の
当
日
の
行
動

計
画
表
と
、
前
も
っ
て
作
成
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
画

書
をClassroom

（iPad

の
ア

プ
リ
）
で
担
任
に
提
出

し
、
承
認
さ
れ
た
班
が

当
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
ル
ー
ル

に
基
づ
い
て
取
り
組
ん

だ
。日

本
は
も
と
よ
り
、

海
外
か
ら
も
来
館
者
が

絶
え
な
い
日
本
を
代
表

す
る
施
設
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

緊
張
感
を
持
っ
て
見
学

に
臨
ん
で
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は

「
本
物
」
に
触
れ
る
機

会
を
通
し
て
、
感
受
性
を
磨
く

良
い
経
験
と
な
っ
た
。

13
時
に
再
集
合
し
、
そ
の
後

解
散
と
な
っ
た
。

現
在
生
徒
は
事
後
学
習
並
び

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

ラ
イ
ド
作
成
に
当
た
っ
て
い
る
。

各
ク
ラ
ス
か
ら
最
も
優
れ
た
班

が
選
ば
れ
、
本
校
大
教
室
に
て

1
学
年
の
生
徒
の
前
で
発
表
を

行
な
う
予
定
で
、
文
化
・
芸

術
・
学
問
の
魅
力
を
広
め
て
い

き
た
い
。

電
通
四
季
劇
場
﹇
海
﹈
で
、

芸
術
鑑
賞
会
と
し
て
第
2
学
年

が
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
ア
ラ
ジ
ン
』
を
11
月
15
日
に

観
劇
し
た
。

事
前
学
習
で
は
、
劇
団
四
季

の
概
要
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
見

ど
こ
ろ
、
劇
場
の
マ
ナ
ー
な
ど

を
学
習
し
た
。

当
日
は
、
現
地
集
合
と
な
っ

て
お
り
、
生
徒
は
自
分
で
地
図

や
ア
プ
リ
等
を
使
っ
て
、
集
合

時
間
を
守
れ
る
よ
う
に
劇
場
を

目
指
し
て
行
動
し
、
多
く
の
生

徒
は
時
間
前
に
集
合
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

ア
ラ
ジ
ン
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ

メ
の
代
表
作
で
あ
り
、

自
由
と
希
望
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
内
で

は
、
主
人
公
の
ア
ラ

ジ
ン
と
ジ
ャ
ス
ミ
ン

が
お
城
か
ら
魔
法
の

絨
毯
で
旅
を
す
る

シ
ー
ン
で
、
ど
の
よ

う
に
空
を
飛
ぶ
様
子

を
演
出
す
る
の
か
が

注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

実
際
は
、
ス
テ
ー
ジ
全
体
が
星

空
と
な
り
、
本
当
に
夜
空
を
駆

け
巡
っ
て
い
る
よ
う
な
幻
想
的

な
演
出
と
な
っ
て
い
た
。
様
々

な
劇
中
歌
が
披
露
さ
れ
、
舞
台

が
終
わ
っ
て
か
ら
も
口
ず
さ
ん

で
い
る
生
徒
が
い
た
。
カ
ー
テ

ン
コ
ー
ル
で
は
、
キ
ャ
ス
ト
に

対
し
て
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送

り
、
最
後
の
最
後
ま
で
舞
台
を

堪
能
し
た
。

生
徒
の
多
く
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
人
が
表
現
す
る
素
晴
ら
し

さ
と
迫
力
に
感
動
し
て
い
た
。

舞
台
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
と
面

白
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た

芸
術
鑑
賞
会
と
な
っ
た
。

普
通
科
2
年

総
合
探
究
部

面接指導実施面接指導実施

校
外
学
習

校
外
学
習

西
大
宮
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
４
を
開
催
！

西
大
宮
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
４
を
開
催
！

感動を伝えたい！感動を伝えたい！

ＳＤＬ
表
現
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
う

２
年

芸
術
鑑
賞
会

表
現
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
う

２
年

芸
術
鑑
賞
会

感性を磨く
中1 Museum Tour

感性を磨く
中1 Museum Tour

ＳＤＬ

全
国
高
等
学
校
駅
伝

全
国
高
等
学
校
駅
伝進

路
指
導
科

よ
り
⑮

進
路
指
導
科
よ
り
⑮
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〒337‐0054
さいたま市見沼区

砂町2‐77
048（651）4050

〒337‐0054
さいたま市見沼区

砂町2‐77
048（667）7700

令和６年（２０２４年）１２月１０日さ と え 学 園 新 聞（学校法人 佐藤栄学園）第639号（月刊）（３）

佐藤栄学園の皆様を応援します！
埼玉栄高から送迎バスで13分埼玉栄高から送迎バスで13分

埼玉県公安委員会指定

さいたま市西区二ツ宮797-1（治水橋そば）
　  0120-455-886　www.anms.co.jp

普通AT·MTの超最短スケジュールもご用意！普通AT·MTの超最短スケジュールもご用意！

清涼を届ける。
乾きをうるおす。

清涼飲料水の販売、　
自動販売機サービス

本社：〒332-0031
埼玉県川口市青木1-4-26
TEL 048-256-3905

株
式
会
社
ユ
ウ･
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響
・
映
像
・
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・
通
信
シ
ス
テ
ム
の
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・
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・
保
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2
年
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

Ａ
Ｌ
と
し
て
、
7
日
間
の
日
程

で
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
と
ブ
リ

ス
ベ
ン
を
巡
り
、
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
体
験
や
現
地
の
高
校
訪
問
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
工
科
大
学

の
見
学
な
ど
充
実
し
た
日
程
を

過
ご
し
た
。

コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
と
触

れ
合
っ
た
ほ
か
、
マ
ウ
ン
ト
タ

ン
ボ
リ
ン
国
立
公
園
で
は
雄
大

な
自
然
も
満
喫
。
2
泊
3
日
の

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
で
は
、

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
打

ち
解
け
、
一
生
の
思
い
出
が
で

き
た
様
子
だ
っ
た
。

◇
◇
◇2

年

清
水

修
学
旅
行
で
最
も
印
象
に

残
っ
た
の
は
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

で
の
体
験
で
す
。
海
外
で
知
ら

な
い
人
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
に

最
初
は
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

優
し
い
家
族
と
一
緒
に
食
事
を

し
た
り
、
作
業
の
手
伝
い
を
し

た
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
3
日

間
で
し
た
。

幼
い
子
供
が
と
に
か
く
元
気

で
、
何
度
も
「sh

ou
ld
er!

（
肩
車
し
て
！
）」と
せ
が
ま
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
す
ぐ
に

仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
、
家

族
の
一
員
と
な
れ
た
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
お
別
れ
の

時
は
大
き
な
寂
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

異
な
る
文
化
圏
で
体
験
し
た

こ
と
は
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
本

当
に
良
い
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。

◇
◇
◇2

年

前
川

私
は
現
地
の
高
校
の
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
で
ス
ピ
ー
チ
を
担
当

し
ま
し
た
。
大
勢
の
前
で
英
語

を
披
露
す
る
の
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
先
に
現
地
校
の
生
徒
が

日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
く

れ
た
た
め
、
安
心
し
て
話
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
校
で

は
外
国
語
の
授
業
で
日
本
語
の

選
択
が
で
き
る
そ
う
で
、
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
広
く
、
美
し

い
海
に
面
し
て
お
り
、
野
生
の

桃
色
イ
ン
コ
に
も
出
会
え
ま
し

た
。
授
業
で
は
先
生
と
生
徒
が

自
由
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
お

り
、
将
来
役
立
つ
こ
と
や
専
門

的
で
文
化
的
な
知
識
を
学
ぶ
機

会
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

帰
国
後
も
時
々
、
こ
れ
ら
の

シ
ー
ン
を
思
い
出
し
ま
す
。
温

か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
現

地
の
方
々
や
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

両
親
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

1
年
生
は
芸
術
鑑
賞
会
と
い

う
こ
と
で
、
舞
台
芸
術
に
触
れ

る
こ
と
で
情
操
を
養
い
、
文
化

的
体
験
を
通
じ
て
考
え
る
力
を

養
う
た
め
に
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
赤
坂
Ａ

Ｃ
Ｔ
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
舞
台
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー

と
呪
い
の
子
」
の
観
劇
を
行
っ

た
。こ

の
舞
台
は
映
画
で
観
た
、

あ
の
魔
法
が
目
の
前
で
体
験
で

き
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
超
大
作
に
な
っ
て
い
て
、

ヴ
ォ
ル
デ
モ
ー
ト
を
倒
し
た
時

か
ら
19
年
の
月
日
が
経
ち
、
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
子
ど
も
が

ホ
グ
ワ
ー
ツ
に
入
学
す
る
と
い

う
シ
ー
ン
か
ら
物
語
は
始
ま
っ

て
い
く
。

世
界
中
で
60
以
上
の
演
劇
賞

を
受
賞
し
た
演
劇
界
の
最
高
傑

作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒

た
ち
は
役
者
た
ち
の
芝
居
の
み

な
ら
ず
、
舞
台
装
置
や
照
明
、

音
響
な
ど
に
も
圧
倒
さ
れ
て
い

た
よ
う
だ
。◇

◇
◇1

年

柴
田

開
演
前
に
眠
そ
う
に
目
を

擦
っ
て
い
た
生
徒
が
、
一
幕
が

終
わ
っ
た
と
き
目
を
見
開
き
驚

き
の
声
を
口
か
ら
漏
ら
し
て
い

る
。
そ
の
ざ
わ
め
き
は
今
で
も

強
く
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
舞
台
を
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
た
ら
し
め
て
い
た
の

は
、
触
れ
込
み
通
り
の
夢
か
現

実
か
を
疑
う
よ
う
な
演
出
の

数
々
で
し
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
種
も
仕
掛
け
も
わ
か
ら

な
い
装
置
や
照
明
か
ら
は
、
こ

の
劇
に
携
わ
る
大
人
た
ち
の
本

気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
俳
優
の
方
々
の
息
を
呑

む
よ
う
な
お
芝
居
は
舞
台
上
を

突
き
抜
け
、
観
客
席
に
登
場
人

物
た
ち
の
生
き
様
を
体
験
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

劇
場
内
の
す
べ
て
の
要
素
が
、

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
い
う
壮

大
な
魔
法
の
世
界
を
作
り
上
げ

私
た
ち
に
浴
び
せ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

開
場
か
ら
終
演
ま
で
、
圧
倒

さ
れ
続
け
た
4
時
間
で
し
た
。

き
っ
と
何
度
観
て
も
、
飽
き
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
高
等
学
校
水
泳
競
技

新
人
大
会
兼
第
36
回
県
民
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
川
口
市
青
木

町
公
園
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、

本
校
水
泳
部
か
ら
参
加
し
た
岩

下
さ
ん（
2
年
）が
男
子
1
0
0

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
に
お
い
て
、
大

会
新
記
録
（
55
秒
72
）
で
優
勝

し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
岩
下
さ
ん
は

男
子
50
ｍ
自
由
形
で
は
第
2
位

（
23
秒
46
）、
正
木
さ
ん
（
1

年
）
は
男
子
2
0
0
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
第
3
位
（
2
分
11
秒

98
）
に
入
る
な
ど
大
活
躍
。
10

種
目
で
入
賞
し
、
男
子
は
総
合

で
第
5
位
に
入
賞
し
た
。

2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
を
締
め

く
く
る
大
会
で
好
結
果
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
、
冬
場
の
泳
ぎ

込
み
も
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で

2
0
2
5
シ
ー
ズ
ン
で
も
よ
り

よ
い
結
果
が
期
待
さ
れ
る
。

本
校
中
学
3
年
生
30
名
が
8

月
18
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、

カ
ナ
ダ
南
西
端
に
あ
る
バ
ン

ク
ー
バ
ー
島
、
ビ
ク
ト
リ
ア
に

て
10
日
間
の
語
学
研
修
に
参
加

し
た
。

こ
の
研
修
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
、
午
前
は
Ｅ
Ｓ
Ｌ

レ
ッ
ス
ン
、
午
後
は
現
地
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
バ
デ
ィ
と
共
に
都
市

を
散
策
な
ど
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

休
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
山
登
り
を
し
た
り
、
現

地
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
す

る
生
徒
も
お
り
、
最
終
日
の
別

れ
の
際
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
離
れ
た
く
な
い
、
と
別

れ
を
悲
し
む
姿
も
み
ら
れ
た
。

今
回
の
語
学
研
修
を
通
し
て

英
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
現

地
の
文
化
や
カ
ナ
ダ
の
人
々
と

の
交
流
を
通
し
て
、
語
学
へ
の

学
習
意
識
が
強
く
な
り
、
国
際

的
な
視
野
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。◇

◇
◇

3
年

厚
井

私
は
自
分
の
英
語
力
に
対
す

る
不
安
と
異
国
の
地
へ
の
期
待

を
胸
に
出
発
し
ま
し
た
。
10
日

間
の
留
学
で
は
異
な
る
文
化
や

ル
ー
ル
に
戸
惑
い
、
何
度
も
バ

ス
を
乗
り
過
ご
し
て
道
に
迷
う

な
ど
の
失
敗
を
し
ま
し
た
が

「
一
度
き
り
の
カ
ナ
ダ
留
学
を

楽
し
む
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

失
敗
も
学
び
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て

も
温
か
く
、

私
の
英
語
を

一
生
懸
命
聞

い
て
く
れ
た

た
め
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に

積
極
的
に
話

し
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
島

か
ら
の
帰
り

の
フ
ェ
リ
ー
で
は
初
め
て
会
っ

た
現
地
の
人
と
日
本
と
カ
ナ
ダ

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
自

信
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
留
学
を
経
て
私
は
大
学

や
就
職
、
旅
行
の
視
野
が
世
界

へ
と
広
が
り
、
言
語
を
習
得
す

る
こ
と
で
自
分
の
視
野
や
可
能

性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。
私
は
留
学
を
応

援
し
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
、

こ
の
経
験
を
糧
に
こ
の
先
も
言

語
を
学
び
つ
づ
け
、
多
く
の
人

と
交
流
し
豊
か
な
価
値
観
を

養
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
Ａ
Ｌ
の
一
環
と
し

て
、
多
方
面
で
活
躍
す
る
卒
業

生
を
講
師
に
迎
え
て
、
ジ
ョ
ブ

コ
ン
テ
ン
ツ
を
実
施
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
た
ち

の
協
力
を
得
て
、
仕
事
の
や
り

が
い
や
苦
労
な
ど
、
生
徒
た
ち

に
具
体
的
な
仕
事
の
中
身
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
。
日
本
銀
行
の
行
員

や
医
師
、
弁
護
士
、
企
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、パ
イ
ロ
ッ
ト
、Ｃ

Ｍ
制
作
に
携
わ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
な

ど
、様
々
な
業
界
で
働
く
卒
業

生
た
ち
や
研
究
者
が
協
力
し
て

く
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
40
名
以
上
の

先
輩
た
ち
の
職
業
か
ら
聞
き
た

い
講
演
を
2
つ
選
び
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
っ
た
。

普
段
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の

で
き
な
い
世
界
の
話
に
、
生
徒

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。こ

の
後
、
ジ
ョ
ブ
コ
ン
テ
ン

ツ
で
職
業
観
を
養
っ
た
2
年
生

は
、
今
後
の
人
生
設
計
を
考
え

る
「
20
年
後
の
履
歴
書
」
を
作

成
。「
自
分
は
将
来
ど
ん
な
仕

事
に
就
い
て
い
る
か
？
」「
そ
の

仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要
な
資

格
や
知
識
は
何
か
？
」「
進
路
は

ど
う
す
べ
き
か
？
」
と
想
像
し

て
い
く
う
ち
に
、
抽
象
的
だ
っ

た
自
身
の
将
来
を
現
実
的
に
考

え
る
よ
う
に
。
未
来
の
姿
を
具

体
的
に
思
い
描
い
て
い
く
こ
と

で
、
今
、
自
分
の
す
る
べ
き
こ

と
を
明
確
に
さ
せ
て
い
く
。

◇
◇
◇2

年

宮
木

今
日
、
私
は
ジ
ョ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
で
関
口
先
生
か
ら
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
、
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

諦
め
な
い
こ
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
子

供
の
頃
よ
く
飛
行
機
に
乗
っ
て

い
た
た
め
、
空
港
や
飛
行
機
、

空
の
景
色
が
好
き
で
す
。
そ
の

た
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
た

か
っ
た
の
で
す
が
視
力
が
悪
く

諦
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

矯
正
視
力
で
も
な
れ
る
と
聞
き
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
と
い
う
希

望
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
日
一

日
を
大
切
に
努
力
し
て
夢
を
叶

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
◇
◇1

年

松
本

先
日
、
卒
業
生
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
仕
事
に
関
す
る
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

ま
で
仕
事
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
大
い
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
特
に
、「
理
科
が
苦

手
で
も
努
力
し
だ
い
で
病
院
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
れ
る
」
と

い
う
お
話
は
、
興
味
深
く
聞
き

ま
し
た
。
医
療
系
の
職
業
に
は

理
科
が
得
意
じ
ゃ
な
い
と
就
け

な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
、

理
科
が
苦
手
な
私
は
少
し
安
心

し
ま
し
た
。
先
輩
方
の
話
を
通

し
て
、
誰
も
が
自
分
の
仕
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
、
た
と
え
大

変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
将
来
の
夢
に

向
け
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オーストラリアＡＬ

水泳

カナダＡＬ

芸
術
鑑
賞

キ
ャ
リ
ア
Ａ
Ｌ

バンクーバー島、ビクトリア
10日間の語学研修 夢への第一歩‼
バンクーバー島、ビクトリア

10日間の語学研修 夢への第一歩‼

ゴールドコースト、ブリスベン
現地の高校でディスカッション‼
ゴールドコースト、ブリスベン
現地の高校でディスカッション‼

バタフライ大会新で優勝‼
男子総合第5位10種目で入賞
バタフライ大会新で優勝‼
男子総合第5位10種目で入賞

Ｔ
Ｂ
Ｓ
赤
坂
Ａ
Ｃ
Ｔ
シ
ア
タ
ー

Ｔ
Ｂ
Ｓ
赤
坂
Ａ
Ｃ
Ｔ
シ
ア
タ
ー

ジ
ョ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ

ジ
ョ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
」

演
劇
界
の
最
高
傑
作
の
舞
台
に
圧
倒
‼

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
」

演
劇
界
の
最
高
傑
作
の
舞
台
に
圧
倒
‼

日
本
銀
行
、医
師
、弁
護
士
、起
業
家
、パ
イ
ロ
ッ
ト

遺
伝
子
の
病
気
や
動
物
培
養
細
胞
の
研
究
者
た
ち
も
‼

日
本
銀
行
、医
師
、弁
護
士
、起
業
家
、パ
イ
ロ
ッ
ト

遺
伝
子
の
病
気
や
動
物
培
養
細
胞
の
研
究
者
た
ち
も
‼

県大会県大会
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〒347‐8502
加須市花崎

519番地
0480（65）7181

〒362‐0806
北足立郡伊奈町

小室1123番地
048（723）7711

（４）第639号（月刊）さ と え 学 園 新 聞（学校法人 佐藤栄学園）令和６年（２０２４年）１２月１０日

電
気
設
備　

設
計
・
施
工

さ
い
た
ま
市
西
区
宮
前
町
五
一
四
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
・
六
二
三
・
三
四
八
五

藤
野
電
気
株
式
会
社

コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ

Ｆ
Ｖ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は

自
動
販
売
機
運
営
事
業
／
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
／

Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
等
全
て
の
事
業
資
産
を
通
じ
て
、

お
客
様
に
フ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
価
値
を
提
供
で
き
る
会
社
で
す
。

埼玉教育支店
TEL ： 048-648-0220

有
限
会
社

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
四
│
二
一
│
二

電　

話  

〇
四
八
│
六
六
六
│
一
八
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
│
六
六
六
│
一
八
四
七

社
支
東
関
北

 

四
町
良
奈
区
北
市
ま
た
い
さ
県
玉
埼

八
三

〒
三
三
一

四
〇
　
二
二
八
〇

八

六
六

五

七
五
〇
二

〜
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

地
域
社
会
と
と
も
に
歩
む

班別自主研修と
　　ファームステイ
班別自主研修と
　　ファームステイ

オーストラリア修学旅行オーストラリア修学旅行

アカデミック
セミナー

未
来
を
見
据
え
て

未
来
を
見
据
え
て

大
学
訪
問

大
学
訪
問

芸
術
鑑
賞
会

第52回私学文化祭
体
験
イ
ベ
ン
ト
実
施

体
験
イ
ベ
ン
ト
実
施

中
学
生
対
象

中
学
生
対
象

2
年
生
ア
ル
フ
ァ
コ
ー
ス
の

生
徒
対
象
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ

ミ
ナ
ー
が
11
月
19
日
、
本
校
講

義
室
で
行
わ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
大
学
の
先
生

を
招
き
、
専
門
性
の
高
い
講
義

や
研
究
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
学
の
学
び
を
理
解
し
、
進

路
選
択
の
一
助
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
は
「S

ociety
5.0

時
代
―
医
療
と
情
報
学
の
接

点
」「
人
間
力
と
は
何
か
？
医
療

と
は
何
か
？
」
と
い
う
文
理
融

合
の
テ
ー
マ
で
、
東
京
医
療
保

健
大
学
の
荻
原
雄
一

先
生
か
ら
講
義
い
た

だ
い
た
。

「
人
間
力
」「
医
療
」

を
き
っ
か
け
に
、
医

学
の
観
点
だ
け
で
な

く
哲
学
や
心
理
学
、

法
学
の
観
点
も
交
え

な
が
ら
解
説
。
文

系
・
理
系
の
学
問
分

野
を
超
え
て
生
徒
が

興
味
関
心
を
抱
け
る

よ
う
に
、
生
徒
に
考

え
さ
せ
る
発
問
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
生
徒
も
普
段
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
大
学
で

の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

一
見
理
系
の
テ
ー
マ
に
も
文
系

学
問
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
、
進
学
へ
の
意

欲
が
一
段
と
高
ま
っ
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

1
年
生
を
対
象
と
し
た
大
学

訪
問
が
、
11
月
27
日
に
実
施
さ

れ
た
。
今
年
は
17
の
大
学
に
一

斉
に
訪
問
し
た
。

東
京
都
千
代
田
区
駿
河
台
に

あ
る
明
治
大
学
で
は
、
高
さ
約

1
2
0
ｍ
も
あ
る
リ
バ
テ
ィ
タ

ワ
ー
に
集
合
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
案
内
の
も
と
、
3
班

に
わ
か
れ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
た
。
講
義
風
景
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
、
地
下
に
広
が

る
図
書
館
、
17
階
の
学
生
食
堂

を
見
学
。
中
で
も
23
階
の
岸
本

辰
雄
ホ
ー
ル
で
は
眺
望
の
よ
さ

に
思
わ
ず
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ

た
。
明
治
大
学
の
著
名
な
卒
業

生
の
サ
イ
ン
も
多
々
展
示
さ
れ

て
お
り
、
総
理
大
臣
や
俳
優
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
ア
ス
リ
ー
ト

な
ど
、
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
に
、

歴
史
と
大
学
の
強
さ
を
感
じ
た
。

そ
の
後
、
眺
望
の
よ
い
学
生
食

堂
に
て
、
外
の
景
色
を
眺
め
な

が
ら
昼
食
を
取
り
、
大
学
生

活
の
一
端
を
味
わ
っ
た
。

ま
た
、
明
治
大
学
博
物
館

や
、
明
治
大
学
の
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
め
い
じ
ろ
う
」

の
グ
ッ
ズ
を
扱
う
め
い
じ
ろ

う
シ
ョ
ッ
プ
も
散
策
で
き
、

高
校
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、

大
学
生
活
の
自
由
さ
や
楽
し

さ
を
体
感
で
き
た
。
質
疑
応

答
も
盛
り
上
が
り
、
生
徒
た

ち
は
大
学
生
活
を
よ
り
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な

機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

第
52
回
私
学
文

化
祭
作
品
展
（
美

術
・
写
真
部
門
な

ど
）
が
11
月
2
日
、

3
日
の
2
日
間
に

渡
り
、
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
の
埼
玉

会
館
に
て
開
催
さ

れ
た
。

美
術
部
と
漫
画

研
究
部
が
合
同
で

出
品
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
第
二
席
と
な
る
「
埼
玉
県

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」
を
普

通
科
3
年
石
橋
和
佳
が
受
賞
し

た
。
ま
た
、
私
学
文

化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
に
於
い
て

2
年
新
井
理
央
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き

入
賞
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
生
徒
た
ち
は
「
達

成
感
と
新
た
な
目
標
を
持
ち
、

さ
ら
な
る
技
術
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。」
と
語
っ
た
。

個
別
相
談
会
・
食
育
実
践
科

説
明
会
と
と
も
に
、
体
験
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
お
よ

び
芸
術
類
型
授
業
の
体
験
が
、

11
月
10
日
実
施
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
体
験
は
今
年
度

5
回
目
の
実
施
で
あ
り
、
本
日

は
国
語
・
理
科
・
社
会
の
3
科

目
の
授
業
が
そ
れ
ぞ
れ
30
分
ず

つ
行
わ
れ
た
。
午
前
・
午
後
と

合
わ
せ
て
1
0
7
名
の
中
学

生
・
保
護
者
が
、
貸
与
し
た

iP
ad

を
利
用
し
た
様
々
な
活

動
に
参
加
し
た
。

芸
術
類
型
授
業
体
験
は
2
年

次
か
ら
選
択
で
き
る
、
美
術
・

音
楽
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
授
業
を
1
時
間
体
験

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
午
前
・

午
後
と
合
わ
せ
て
美
術
体
験
で

は
42
名
、
音
楽
体
験
で
は
41
名

の
中
学
生
・
保
護
者
が
参
加
し

た
。
参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は

「
好
き
な
美
術
や
音
楽
に
深
く

ふ
れ
合
え
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
高
校
2
年
生
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
専
門
的
な
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
と
て

も
楽
し
み
だ
。」
と
感
想
を
述

べ
て
い
た
。

普
通
科
・
食
育
実
践
科
の
1

年
生
お
よ
び
保
護
者
を
対
象
に
、

11
月
19
日
、
赤
坂
サ
カ
ス
内
に

あ
る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
赤
坂
Ａ
Ｃ
Ｔ
シ
ア

タ
ー
に
て
芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ

れ
た
。
今
年
の
演
目
は
「
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の

子
」
で
、
本
校
で
は
初
め
て
の

観
劇
と
な
っ
た
。

息
の
そ
ろ
っ
た
ダ
ン
ス
や
火

を
噴
く
な
ど
の
迫
力
の
あ
る
演

出
、
よ
く
練
ら
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
見
所
が
多
く
、
客
席

を
魅
了
し
た
。
劇
場
で
の
観
劇

が
初
め
て
と
い
う
生
徒
が
多
く
、

会
場
の
独
特
の
雰
囲
気
に
最
初

は
気
圧
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
る
に

従
い
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
世

界
観
に
浸
り
な
が
ら
、
の
め
り

込
む
よ
う
に
観
劇
を
楽
し
ん
だ
。

生
徒
た
ち
は
、「
変
身
す
る

シ
ー
ン
や
物
が
宙
に
浮
く
演
出

な
ど
、
不
思
議
で
見
応
え
の
あ

る
舞
台
で
、
4
時
間
弱
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
の
め
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
。」「
初
め
て
観
劇
し

て
、
映
画
や
テ
レ
ビ
で
は
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
迫
力
に
驚

い
た
。ま
た
見
に
行
き
た
い
。」

「
家
族
愛
を
一
つ
の
軸
と
し
て

お
り
、
人
生
に
葛
藤
す
る
主
人

公
を
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
て
観

劇
し
た
。
最
後
の
シ
ー
ン
で
は

父
親
と
の
絆
が
描
か
れ
て
お
り
、

涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
た
。
普
段
な

か
な
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な

い
芸
術
に
触
れ
、
教
養
を
深
め

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
情
操
を

育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
年
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行
が
、
6

日
間
の
日
程
で
10
月
17
日
か
ら

4
班
編
成
で
実
施
さ
れ
た
。

初
日
は
、
午
後
8
時
に
羽
田

空
港
に
集
合
し
、
カ
ン
タ
ス
航

空
と
全
日
空
に
分
か
れ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
向
け
て
出

国
し
た
。
約
9
時
間
の
空
路
を

経
て
、
翌
日
の
現
地
時
間
午
前

10
時
頃
、
シ
ド
ニ
ー
空
港
に
到

着
し
た
。
到
着
後
は
ま
ず

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ミ
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
に
向
か
い
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
ボ
ー
ラ
ル
地
区
と
ペ

ン
リ
ス
地
区
の
家
庭
に
2
泊
3

日
の
日
程
で
滞
在
し
、
現
地
の

日
常
生
活
や
農
業
な
ど
を
体
験

し
た
。
広
大
な
敷
地
を
持
つ

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
、
自
然

を
堪
能
し
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ

の
際
に
は
、
涙
す
る
生
徒
も
多

数
見
ら
れ
、
短
期
間
で
も
心
通

う
体
験
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

4
日
目
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
見
送
ら
れ
、
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ー

マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
に
バ
ス
で
向
か

い
、
壮
大
な
自
然
を
体
感
し
た
。

各
班
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
ス

リ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ
と
青
空
を
同

時
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

た
ち
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い

た
。
そ
の
後
向
か
っ
た
フ
ェ

ザ
ー
デ
ー
ル
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

パ
ー
ク
で
は
コ
ア
ラ
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
動
物
と
触
れ

合
っ
た
。
ワ
ラ
ビ
ー
に
餌
や
り

し
た
り
、
コ
ア
ラ
と
写
真
撮
影

を
し
た
り
す
る
生
徒
も
お
り
、

日
本
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い

体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
。

5
日
目
の
午
前
は
、
シ
ド

ニ
ー
大
学
で
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

を
行
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
現
地
の
大

学
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
学

内
を
見
学
し
た
。
2
時
間
と
い

う
短
い
時
間
の
中
で
積
極
的
に

英
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
用
い

て
交
流
し
、
海
外
の
大
学
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
た
。
午
後
は

シ
ド
ニ
ー
市
街
で
の
班
別
自
主

研
修
を
行
っ

た
。
事
前
学

習
と
し
て

ホ
ー
ム
ル
ー

ム
な
ど
の
時

間
を
用
い
て

綿
密
に
計
画

し
た
見
学

ル
ー
ト
を
も

と
に
目
的
地

を
巡
り
、
シ

ド
ニ
ー
の
歴

史
や
文
化
に

触
れ
て
い
た
。

買
い
物
や
飲

食
店
で
の
注

文
で
積
極
的

に
英
語
を
使
い
、
現
地
の
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

5
年
ぶ
り
と
な
る
今
回
の
海

外
で
の
修
学
旅
行
は
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
や
自
主
研
修
を
通
じ
て
、

現
地
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
臨
ん
だ
。
多
く
の
生

徒
に
と
っ
て
初
め
て
の
体
験
ば

か
り
の
充
実
し
た
6
日
間
で

あ
っ
た
。

「
2
0
2
4
楽
し
い
な
〜
商

工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
10

月
27
日
に
伊
奈
町
に
あ
る
埼
玉

県
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
。
地
域
社

会
と
連
携
し
た
学
習

の
一
環
と
し
て
、
本

校
か
ら
は
生
徒
会
、

家
庭
科
部
、
コ
ー
ラ

ス
部
お
よ
び
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
10
名
が

参
加
し
た
。

生
徒
会
の
行
っ
た

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り

は
大
盛
況
で
、
用
意

し
て
い
た
す
べ
て
の

個
数
が
子
ど
も
た
ち

の
手
に
渡
っ
た
。
ま

た
、
家
庭
科
部
は
手
作
り
焼
き

菓
子
と
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
入
れ

の
手
作
り
雑
貨
を
販
売
。
本
校

の
文
化
祭
を
訪
れ
購
入
し
て
く

れ
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多

く
訪
れ
た
。
コ
ー
ラ
ス
部
は
小

ホ
ー
ル
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

行
っ
た
。
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
と

し
て
も
馴
染
み
の
あ
る
「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」、「
銀
河
鉄
道

9
9
9
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
番
組
の
主
題
歌
で
あ
る
Ｙ
Ｏ

Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
「
ツ
バ
メ
」
と

い
っ
た
、
老
若
男
女
問
わ
ず
親

し
み
が
も
て
る
曲
目
を
準
備
。

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
接

客
の
喜
び
と
難
し
さ
、
そ
し
て

達
成
感
を
味
わ
い
、
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

保
護
者
会
観

劇
会
が
10
月
11

日
に
有
明
四
季

劇
場
で
実
施
さ

れ
、
70
名
の
保

護
者
が
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
ラ
イ

オ
ン
キ
ン
グ
」

を
鑑
賞
し
た
。

観
劇
会
は
毎
年

人
気
で
、
今
年

も
多
数
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た

た
め
抽
選
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」
を
基

に
制
作
さ
れ
た
。
1
9
9
7
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
で
開
幕
し
、
空
前
の

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。

1
9
9
8
年
に
東
京
公
演
が
開

幕
し
て
以
降
、
日
本
演
劇
界
で

類
の
な
い
ロ
ン
グ
ラ
ン
記
録
を

伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

迫
力
の
あ
る
演
技
や
躍
動
す

る
音
楽
、
観
客
と
の
距
離
が
近

い
演
出
も
相
ま
っ
て
、「
ラ
イ

オ
ン
キ
ン
グ
」
の
世
界
観
を
存

分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事

�
0
4
8
（
6
6
4
）
7
5
9
8

シドニー大学にて

シドニー空港到着後の様子

フェザーデールワイルドライフ
パークにて

「作る世界」石橋和佳

保護者会観劇会
「ライオンキング」
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第
22
回
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
11
月
9
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
運
動
会
同
様
、
多
く

の
保
護
者
の
方
々
に
ご
観
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。

気
温
が
低
く
、
寒
い
中
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
最
後
ま
で
諦
め
る
こ

と
な
く
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
1
・
2
年
生

は
8
0
0
メ
ー
ト
ル
、

3
・
4
年
生
は
1
0

0
0
メ
ー
ト
ル
、

5
・
6
年
生
は
1
5

0
0
メ
ー
ト
ル
を
走

り
ま
し
た
。
保
護
者

の
皆
様
の
温
か
い
拍

手
や
声
援
が
子
ど
も

た
ち
の
後
押
し
と
な

り
、
活
気
の
あ
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

▽
結
果

1
年
男
子いず

み

ゆ
う

1
位

和
泉

佑

い
わ
も
と

し

う

2
位

岩
本

時
羽

ま
つ
も
と

り
ゅ
う
た

3
位

松
本

琉
汰

1
年
女
子みず

い

さ
く

ら

1
位

水
井

咲
良

い
ざ
わ

る

か

2
位

伊
澤

瑠
夏

た
な
か

あ
ん
じ
ゅ

3
位

田
中

杏
樹

2
年
男
子こ

い
ず
み

た
か
ゆ
き

1
位

湖
泉

貴
元

ま
つ
な
が

ひ
ろ
や

2
位

松
永

明
弥

お
の
づ
か

み
な
と

3
位

小
野
塚

源

2
年
女
子り

む

き

1
位

李

沐
曦

な
か
そ
ね

2
位

中
曽
根

あ
か
ね

じ
ょ

わ
か

ね

3
位

徐

若
寧

3
年
男
子ふか

た

ゆ

う

1
位

深
田

優
羽

た
な
か

そ
う

ご

2
位

田
中

颯
悟

き
た
み

ゆ
う

3
位

北
見

悠

3
年
女
子おか

や
ま

み
れ
い

1
位

岡
山

未
怜

こ
じ
ま

う

の

2
位

児
島

優
乃

し
ょ
う

ほ
の

か

3
位

荘

歩
花

4
年
男
子ふじ

ま
き

り

く

1
位

藤
巻

璃
久

か
ね
た
か

け
い
す
け

2
位

金
髙

圭
佑

た
な
か

ゆ
う
と

3
位

田
中

結
人

4
年
女
子おお

に
し

さ
と
か

1
位

大
西

知
花

あ
さ
ぬ
ま

か

2
位

浅
沼

す
ず
花め

お
な

3
位

ア
リ
ザ
デ

愛
花

5
年
男
子は

た

の

は
る
き

1
位

波
多
野

東
樹

お
お
も
り

の
り
ひ
と

2
位

大
森

憲
仁

た
け
う
ち

あ
や
と

3
位

竹
内

絢
音

5
年
女
子いと

う

あ
ま

ね

1
位

伊
藤

天
寧

た
か
の

え

ま

2
位

高
野

恵
万

ひ
ぐ
ち

か

な

3
位

火
口

佳
南

6
年
男
子いわ

も
と

り
ょ
ん
う

1
位

岩
本

龍
羽

お
お
た
き

た
い
が

2
位

大
瀧

太
凱

の
は
ら

じ
ん

3
位

野
原

仁

6
年
女
子おお

は
ら

か
な
で

1
位

大
原

奏

お
お
た

り
ん

な

2
位

大
田

鈴
菜

の
い
り

え

な

3
位

野
入

笑
奈

5
年
生
は
、
11
月
12
日
に
東

京
国
立
博
物
館
へ
社
会
科
見
学

に
行
き
ま
し

た
。
2
学
期

か
ら
歴
史
の

授
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、

授
業
で
習
っ

た
石
器
や
土

器
な
ど
、
実

際
に
使
わ
れ

て
い
た
も
の

を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
は
に
わ

展
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
実
際

の
は
に
わ
の
大
き
さ
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
中
に
は
、

「
ひ
さ
し
を
深
く
か
ぶ
っ
た
は

ず
か
し
が
り
屋
の
は
に
わ
が

あ
っ
て
、
そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
人
が
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か

興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
と
、
当

時
の
生
活
や
文
化
に
興
味
を
持

ち
、
現
在
だ
っ
た
ら
?
と
比
較

を
し
て
い
ま
し
た
。
本
物
を
体

験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
社
会
科
見
学

と
な
り
ま
し
た
。

2
年
生
が
生
活
科
の
授
業
で

11
月
5
日
に
「
明
治
な
る
ほ
ど

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
坂
戸
」
に
行
き

ま
し
た
。
今
ま
で
に
食
べ
た
こ

と
の
あ
る
お
菓
子
や
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
で
目
に
し
た
身
近
な
も

の
が
ど
の
よ
う
に
製
造
さ
れ
て

い
る
の
か
子
ど
も
た
ち
は
興
味

津
々
で
、
事
前
学
習
か
ら
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

見
学
で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

製
造
か
ら
梱
包
ま
で
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の
作
業

が
機
械
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
お

土
産
を
も
ら
っ
て
、
大
満
足
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

と
う
み
や

き
ょ
う
か

○
4
年
3
組

東
宮

叶
佳

わ
た
し
は
、
さ
と
え
小
の
先
生
た
ち
み
た
い
な
先
生

に
な
り
た
い
で
す
。
先
生
に
な
っ
て
児
童
を
笑
わ
せ
た

り
、
学
校
の
事
件
を
な
く
し
た
り
し
た
い
で
す
。

と
く
み
つ

は
る
か

○
4
年
1
組

徳
満

春
佳

わ
た
し
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
わ
た
し
は
女
の
子
の
絵
を
か
く
の

が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

と
く
や
ま

ゆ
う

か

○
4
年
3
組

徳
山

結
香

わ
た
し
は
、
獣
医
に
な
り
た
い
で
す
。
獣
医
に
な
っ

て
、
犬
や
猫
を
助
け
て
あ
げ
て
飼
い
主
や
ペ
ッ
ト
な
ど

を
幸
せ
に
し
た
い
で
す
。

と
り
い

か

ほ

○
4
年
1
組

鳥
居

花
帆

わ
た
し
は
、
産
婦
人
科
医
に
な
り
た
い
で
す
。
産
婦

人
科
医
に
な
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
命
を
守

り
た
い
か
ら
で
す
。

の
は
ら

り

ひ
と

○
4
年
2
組

野
原

理
仁

ぼ
く
は
、
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
、
楽
し
そ
う
に
仕
事
を

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

ふ
じ
た

と
し
ひ
ろ

○
4
年
3
組

藤
田

寿
大

ぼ
く
は
、
小
児
科
医
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
親

の
職
業
を
つ
ぎ
、
病
気
の
子
ど
も
達
を
助
け
た
い
か
ら
で
す
。

「
第
54
回
埼
自
大
祭
・
オ
ー

ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
2
0
2
4
」

が
11
月
9
日
、
10
日
の
2
日
間
、

本
校
を
会
場
に
約
7
0
0
0
名

の
来
場
者
を
迎
え
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

夏
の
オ
ー
ト

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

と
秋
の
埼
自
大

祭
を
同
時
開
催

す
る
よ
う
に

な
っ
て
3
年
目

と
な
る
が
、
埼

自
大
祭
は
54
回

目
、オ
ー
ト
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
は
16

回
目
の
開
催
で

よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
校
地

の
ほ
ぼ
す
べ
て

が
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
な
り
車
両

展
示
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョン、ステー

ジ
演
奏
な
ど
が

行
わ
れ
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
た
。
中
で
も
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク

カ
ー
2
0
0
台
が
集
ま
っ
た
様

子
は
圧
巻
で
、
普
段
あ
ま
り
目

に
す
る
こ
と
の
な
い
希
少
車
を

写
真
に
収
め
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
た
。
屋
外
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
二
輪
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

や
本
格
的
な
カ
ー
ス
タ
ン
ト

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
そ
の
迫
力

に
観
客
は
目
を
見
張
っ
て
い
た
。

ま
た
、
実
習
場
で
は
、
本
校
学

生
制
作
の
カ
ス
タ
ム
カ
ー
を
は

じ
め
二
輪
、
四
輪
車
が
所
狭
し

と
展
示
さ
れ
た
。
中
で
も
自
衛

隊
の
特
殊
車
両
や
埼
玉
県
警
の

パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
は
子
供
連

れ
の
親
子
に
大
人
気
だ
っ
た
。

各
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る

新
型
車
の
展
示
も
車
好
き
の
来

場
者
の
人
気
を
集
め
た
。
屋
外

ス
テ
ー
ジ
で
は
系
列
校
の
生
徒

に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
地
元
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え

た
。
そ
の
他
、
幼
い
子
供
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
盛
り
沢
山

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
物
販
等
も

あ
り
、
熱
気
に
満
ち
た
2
日
間

を
学
生
た
ち
も
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
楽
し
ん
だ
。

一
級
自
動
車
整
備
科
3
年
生

96
名
・
2
年
制
一
級
自
動
車
整

備
科
1
年
生
4
名
が
11
月
20
日

か
ら
3
日
間
の
校
外
学
習
を
実

施
し
た
。

1
日
目
は
長
久
手
市
・
ト
ヨ

タ
博
物
館
と
名
古
屋
市
・
ト
ヨ

タ
産
業
技
術
記
念
館
、
2
日
目

は
大
阪
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ

ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
、
3
日
目
は
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
を
見
学
し
た
後
、

道
頓
堀
を
散
策
し
た
。

ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
、

ト
ヨ
タ
博
物
館
で
は
日
本
の
産

業
技
術
の
発
展
の
変
遷
と
展
示

さ
れ
た
歴
代
の
名
車
や
貴
重
な

資
料
な
ど
か
ら
自
動
車
の
歴
史

を
深
く
学
ん
だ
。ま
た
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
で
は

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
傍

ら
、キ
ャ
ス
ト
の
真
心
の
こ
も
っ

た
対
応
か
ら
接
客
業
の
奥
深
さ

を
肌
で
感
じ
、
全
行
程
に
お
い

て
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

本
校
学
生
の
中

に
は
二
級
自
動
車

整
備
士
を
取
得
後
、

技
術
知
識
を
高
め

更
な
る
資
格
を
得

る
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
る

学
生
が
多
い
。
そ

し
て
、
身
に
付
け

た
技
術
で
自
動
車

に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
対
応
す
る
こ

と
が
あ
る
。
今
回

は
自
動
車
車
体
整

備
科
の
新
津
拓
斗

君
が
道
路
で
立
ち

往
生
し
て
い
る
車

両
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
協
力
し
た
。

下
校
時
、
学
校
付
近
の
狭
い

道
の
脇
で
側
溝
に
落
ち
、
立
ち

往
生
し
て
い
る
車
両
が
あ
り
、

自
ら
車
両
を
持
ち
上
げ
る

ジ
ャ
ッ
キ
と
板
を
用
意
し
、
車

両
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
協
力

し
て
無
事
車
両
を
移
動
さ
せ
た
。

後
日
、
運
転
し
て
い
た
方
が

学
校
に
訪
れ
感
謝
を
伝
え
た
。

感
謝
を
受
け
た
新
津
君
は
「
技

術
を
活
か
し
人
の
た
め
に
な
る

行
動
が
取
れ
、
整
備
士
と
し
て

の
自
信
が
つ
い
た
」
と
話
し
て

い
た
。

一
級
自
動
車
整
備
科
4
年
生
、

2
年
制
一
級
自
動
車
整
備
科
2

年
生
、
総
合
車
体
整
備
科
2
年

生
が
11
月
22
日
、
社
交
的
ル
ー

ル
や
食
事
マ
ナ
ー
の
習
得
を
目

的
に
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
に
て

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
を
実
施

し
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
講

師
の
指
導
の
下
、
食
べ
慣
れ
な

い
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
を
緊
張
の

面
持
ち
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、

料
理
の
味
に
も
格
式
あ
る
一
流

ホ
テ
ル
の
接
客
に
も
感
動
し
た

様
子
だ
っ
た
。
終
了
後
は
、
通

常
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
賓

室
な
ど
ホ
テ
ル
内
の
設
備
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
、
有
意
義
な
講
習
と
な
っ
た
。

文
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事
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Ｏ
Ａ
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フ
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花
咲
徳
栄
高
等
学
校
1
年
生

を
対
象
と
し
た
大
学
説
明
会
を
、

11
月
27
日
に
講
義
棟
1
0
5
教

室
に
て
実
施
し
、
27
名
の
生
徒

が
参
加
し
た
。

模
擬
講
義
と
し
て
、
外
科
系

ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
専
門
と
す
る

市
原
英
准
教
授
に
よ
り
、「
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
に
つ
い

て
実
技
を
伴
う
講
義
が
行
わ
れ

た
。
生
徒
は
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
参

加
し
、ま
ず
は
筋
肉
の「
起
始
」

と
「
停
止
」
な
ど
の
基
礎
的
知

識
を
聴
講
し
た
。そ
の
後
、各
々

マ
ッ
ト
の
上
で
実
際
に
体
を
動

か
し
、「
起
始
」
な
ど
の
位
置

を
確
か
め
な
が
ら
、
腕
長
差
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
足
指
の
感
覚

の
獲
得
な
ど
を
学
ん
だ
。
こ
の

よ
う
に
基
礎
を
理
解
し
、
自
分

の
頭
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
、
大
学
で
の
学
び
で

あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

続
い
て
、
花
咲
徳
栄
高
等
学

校
出
身
の
本
学
4
年
生
2
名
に

よ
る
座
談
会
が
行
わ
れ
、
市
原

准
教
授
の
司
会
に
よ
る
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

坂
本
紗
耶
さ
ん（
法
学
部
）か

ら
、
本
学
は
教
員
と
学
生
と
の

距
離
感
が
近
い
こ
と

と
公
務
員
試
験
の
サ

ポ
ー
ト
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
で
あ
り
、
専
門
分

野
に
つ
い
て
手
厚
い

個
別
指
導
を
頂
け
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら

れ
た
。
坂
本
さ
ん
は

東
京
都
庁
へ
の
就
職

が
内
定
し
て
い
る
。

三
柴
逸
成
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学

部
、
野
球
部
に
所

属
）
か
ら
、
野
球
場

の
設
備
が
充
実
し
て

い
て
か
つ
講
義
棟
と

同
一
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
る
た
め
、
空
き

時
間
を
活
用
し
て
練

習
に
打
ち
込
め
た
こ
と
が
語
ら

れ
た
。
三
柴
さ
ん
は
民
間
企
業

に
就
職
し
社
会
人
野
球
に
も
所

属
予
定
で
あ
る
。

今
回
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は

2
名
の
先
輩
を
憧
れ
の
眼
差
し

で
見
て
い
た
。

社
会
・
情
報
科
学
研
究
所
主

催
の
講
演
会
と
し
て
、
日
本
安

全
保
障
戦
略
研
究
所
上
席
研
究

員
の
小
川
清
史
氏
に
よ
る
講
演

会
「
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
〜

日
本
の
安
全
保
障
戦
略
の
あ
り

方
」
が
、
11
月
28
日
、
講
義
棟

3
1
9
教
室
に
て
実
施
さ
れ
た
。

講
演
会
に
は
本
学
学
生
・
教
職

員
・
卒
業
生
の
ほ
か
一
般
の
方

も
参
加
し
、
約
1
0
0
名
が
聴

講
し
た
。
白
板
い
っ
ぱ
い
に
描

か
れ
た
小
川
氏
自
筆
の
世
界
地

図
略
図
を
ベ
ー
ス
に
議
論
が
展

開
さ
れ
、
日
本
の
安
全
保
障
か

ら
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
ま

で
取
り
扱
わ
れ
た
。
聴
講
者
の

中
に
は
近
現
代
史
に
詳
し
い
学

生
も
お
り
、
真
剣
に
聴
講
し
て

い
た
。

平
成
国
際
大
学
で
は
、
11
月

9
日
〜
11
月
10
日
に
テ
ー
マ「
一

祭
合
祭
」
の
も
と
大
学
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
11
月
の

肌
寒
い
時
期
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、天
候
に
恵
ま
れ
、屋
内
、

屋
外
と
も
活
況
と
な
り
ま
し
た
。

日
曜
日
に
中
庭
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
た
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
氏
の

ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
で
は
、
ア
ニ

メ「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」の
初
代
主
題

歌
で
あ
る
「
ウ
ィ
ー
ア
ー
！
」

が
披
露
さ
れ
、
中
庭
全
体
の
盛

り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま

し
た
。

今
年
度
新
設
さ
れ
た
日

本
語
別
科
の
学
生
も
大
学

祭
に
参
加
し
、
講
義
棟
で

は
別
科
生
に
よ
る
国
際
交

流
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
花
咲
徳
栄
高
校
の

吹
奏
楽
部
お
よ
び
和
太
鼓

部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
は
、
多
く
の
別
科
生

が
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
刑

法
を
専
門
と
す
る
中
島
広
樹
教

授
お
よ
び
ゼ
ミ
生
に
よ
り
、
模

擬
法
廷
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
義
棟
1
0
2
教
室
で
は
、「
加

須
市
長
と
久
喜
市
長
と
埼
玉
の

未
来
を
語
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
角
田
守
良
加
須
市
長
、

梅
田
修
一
久
喜
市
長
か
ら
、
各

市
の
魅
力
、
現
状
分
析
そ
し
て

将
来
像
に
つ
い
て
情
報
共
有
が

さ
れ
た
後
、
法
学
部
の
各
ゼ
ミ

代
表
学
生
か
ら
の
意
見
に
よ
り
、

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

後
楽
園
ホ
ー
ル
に
て
11
月
21

日
に
行
わ
れ
た
「
Ｗ
Ｂ
Ｏ
ア
ジ

ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ト

級
」
＆
「
東
洋
太
平
洋
ラ
イ
ト

級
」
王
座
統
一

戦
で
、
東
洋
太

平
洋
同
級
王
者

宇
津
木
秀
選
手

（
本
学
法
学
部

平
成
28
年
度

卒
）
が
保
田
克

也
選
手
に
Ｔ
Ｋ

Ｏ
勝
ち
を
収
め
、

統
一
王
者
と

な
っ
た
。
宇
津
木
選
手
は
こ
れ

で
日
本
王
座
も
含
め
た
地
域
三

冠
王
の
称
号
を
獲
得
し
た
。

本
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
屋
宜
和

真
さ
ん
（
法
学
部
4
年
）
が
、

Ｊ
リ
ー
グ
栃
木
Ｓ
Ｃ
（
栃
木

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）
へ
来
シ
ー

ズ
ン
加
入
す
る
こ
と
が
内
定
し

た
。
屋
宜
さ
ん
は
1
年
生
か
ら

ス
タ
メ
ン
の
座
を
掴
み
、
試
合

で
は
Ｍ
Ｆ
（
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル

ダ
ー
）
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
と

め
、
強
み
で
あ
る
ボ
ー
ル
を
扱

う
技
術
の
高
さ
と
得
意
の
左
足

か
ら
の
正
確
な
キ
ッ
ク
を
武
器

に
チ
ー
ム
を
支
え
て
き
た
。
今

季
は
、
関
東
3
部
リ
ー
グ
ベ
ス

ト
イ
レ
ブ
ン
に
輝
い
た
。
大
学

4
年
間
を
通
じ
て
、
プ
ロ
に
な

る
こ
と
を
目
標
に
、
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
努
力
を
続
け
、
サ
ッ

カ
ー
面
だ
け
で
な
く
、
人
間
的

な
部
分
の
成
長
も
し
て
き
た
こ

と
が
内
定
に
つ
な
が
っ
た
。
技

術
と
人
間
性
を
武
器
に
プ
ロ
と

し
て
の
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

平
成
国
際
大
学
附
属
サ
ト
エ

美
術
館
で
は
11
月
9
日
よ
り
17

日
ま
で
『
第
14
回
こ
ど
も
美
術

展
覧
会
in
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
2
0
2
4
』

が
平
成
国
際
大
学
と
加
須
市
教

育
研
究
会
と
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
8
日
間
の
会
期
中
に

9
8
5
名
の
入
館
者
が
訪
れ
た
。

加
須
市
の
1
市
3
町
合
併
を
記

念
し
て
始
ま
っ
た
本
展
は
今
回

に
て
第
14
回
を
迎
え
、
加
須
市

立
の
小
・
中
学
校
全
30
校
の
児

童
・
生
徒
約
8
千
人
を
対
象
に
、

各
校
を
代
表
す
る
作
品
1
8
0

点
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
た
。
ロ

ダ
ン
や
ブ
ー
ル
デ
ル
、
キ
ス
リ

ン
グ
や
Ｊ
・
Ｐ
・
ロ
ー
ラ
ン
ス

な
ど
、
世
界
的
に
も
著
名
な
芸

術
家
た
ち
と
、
こ
ど
も
た
ち
の

作
品
が
同
館
の
企
画
展
示
室
の

壁
に
並
ん
で
陳
列
さ
れ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

た
。会

期
中
に
は
入
選
し
た
子
ど

も
た
ち
が
保
護
者
や
友
人
と
共

に
訪
れ
、
自
分
が
描
い
た
絵
の

前
で
記
念
撮
影
し
た
り
、
庭
園

に
て
鯉
と
遊
ん
だ
り
す
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
、
作
品
鑑
賞
だ
け

で
な
く
郷
里
の
美
術
館
で
の

「
芸
術
の
秋
」
を
満
喫
し
て
い

た
。
ま
た
、
会
期
中
に
は
、
平

成
国
際
大
学
・
大
学
祭
や
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
大
学

構
内
に
て
開
催

さ
れ
て
お
り
、

こ
ど
も
展
と
併

せ
て
楽
し
む
来

館
者
が
多
か
っ

た
。来

館
者
か
ら

は
「
孫
の
作
品

が
、
著
名
な
芸

術
家
た
ち
と
並

ん
で
展
示
さ
れ

て
嬉
し
い
！
」

「
チ
ラ
シ
を
見

た
の
で
来
て
み

ま
し
た
が
、
素

敵
な
美
術
館
で

び
っ
く
り
し
ま

し
た
！
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ

た
。11

月
14
日
の

「
埼
玉
県
民
の

日
」
に
は
、
審

査
に
よ
り
選
ば

れ
た
特
別
賞
4

賞
の
表
彰
式
が

美
術
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
て
行
わ
れ
た
。

加
須
市
教
育
委
員
会
関
係
者
や

柏
木
俊
彦
学
長
な
ど
が
出
席
さ

れ
、
受
賞
者
4
名
に
賞
状
と
副

賞
が
授
与
さ
れ
た
。
独
立
美
術

協
会
会
員
の
画
家
で
あ
る
米
田

和
秀
先
生
か
ら
特
別
賞
審
査
に

関
す
る
講
評
を
し
た
。
受
賞
者

の
子
ど
も
た
ち
は
自
分
が
描
い

た
作
品
の
前
で
マ
イ
ク
を
握
り
、

工
夫
や
苦
労
し
た
点
な
ど
を
来

賓
や
来
場
者
に
向
け
解
説
を

行
っ
た
。

※
現
在
、「
平
成
国
際
大
学
附
属

サ
ト
エ
美
術
館
」は
、同
大
学
生

の
た
め
の
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
以
外

は
一
般
公
開
を
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
紙
上
ミ
ニ
解
説

「
今
月
の
1
点
」

《《
女女
性性
像像
》》

モ
イ
ー
ズ
・
キ
ス
リ
ン
グ

今
回
、
紹
介
す
る
作
品
は
、

モ
イ
ー
ズ
・
キ
ス
リ
ン
グ
《
女

性
像
》
で
あ
る
。
本
作
は
自
ら

の
画
風
が
確
立
さ
れ
て
き
た
キ

ス
リ
ン
グ
35
歳
の
作
品
だ
。

ガ
ラ
ス
玉
の
よ
う
に
輝
く
大

き
な
瞳
、
仄
か
に
紅
潮
し
た
頬
、

軽
く
組
ま
れ
た
腕
な
ど
、
女
性

の
優
麗
な
姿
が
モ
チ
ー
フ
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
鮮
や
か
に

し
て
華
や
か
な
色
彩
に
よ
る
潤

い
に
満
ち
た
油
彩
の
表
現
に
、

キ
ス
リ
ン
グ
の
艶
や
か
で
優
美

な
肖
像
画
の
特
徴
が
よ
く
表
れ

て
い
る
作
品
と
言
え
る
。
ま
た
、

曲
線
的
に
描
か
れ
た
人
物
と
は

対
照
的
に
背
景
と
な
る
色
相
を

直
線
的
に
分
け
、
濃
淡
を
施
す

こ
と
で
、
画
面
に
奥
行
と
緊
張

感
を
持
た
せ
て
い
る
。

キ
ス
リ
ン
グ
は
、
1
9
2
0

年
頃
か
ら
20
年
余
、
人
物
画
を

数
多
く
描
い
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
作
品
群
に
よ
り
画
家
と
し
て

の
存
在
を
不
動
の
も
の
に
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。「
異
邦
人
」

の
画
家
が
描
き
出
す
メ
ラ
ン
コ

リ
ッ
ク
に
し
て
華
麗
な
る
人
物

描
写
は
、
個
々
の
モ
デ
ル
が
醸

し
出
す
物
憂
げ
な
雰
囲
気
を
も

キ
ャ
ン
バ
ス
に
定
着
さ
せ
て
お

り
、
様
式
化
さ
れ
た
独
特
な
キ

ス
リ
ン
グ
の
絵
画
世
界
は
現
在

も
世
界
中
の
多
く
の
人
々
の
心

を
虜
に
し
て
い
る
。

手続期間
1／6㈪～1／30㈭
2／7㈮～2／27㈭
3／1㈯～3／13㈭
1／6㈪～1／30㈭
2／7㈮～2／27㈭
2／7㈮～2／27㈭
3／1㈯～3／13㈭
3／20㈭～3／27㈭

合格発表
12／20㈮
2／6㈭
2／28㈮
12／20㈮
2／6㈭
2／6㈭
2／28㈮
3／19㈬

出願期間
11／6㈬～12／5㈭
1／6㈪～1／23㈭
1／24㈮～2／13㈭
11／6㈬～12／5㈭
1／6㈪～1／23㈭
1／6㈪～1／23㈭
1／24㈮～2／13㈭
2／14㈮～3／7㈮

試験日
12／14㈯
2／1㈯
2／21㈮
12／14㈯
2／1㈯
2／1㈯
2／21㈮
3／14㈮

試験区分
Ⅳ期
Ⅴ期
Ⅵ期

公募Ｂ
公募Ｃ
Ａ日程
Ｂ日程
Ｃ日程

総合型選抜

学校推薦型選抜

一般選抜

平成国際大学長賞受賞者・ファムズイフックさんと柏木俊彦学長

ボ
ク
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ

宇
津
木
秀
選
手

ラ
イ
ト
級
統
一
王
者

ボ
ク
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ

宇
津
木
秀
選
手

ラ
イ
ト
級
統
一
王
者

第14回こここここここここここどどどどどどどどどどどももももももももももも美美美美美美美美美美美術術術術術術術術術術術展展展展展展展展展展展覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧会会会会会会会会会会会 iiiiiiiiiiinnnnnnnnnnn KKKKKKKKKKKAAAAAAAAAAAZZZZZZZZZZZOOOOOOOOOOO閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕！！！！！！！！！！！

第14回こども美術展覧会・展示会場風景

花花花花花花花花花花咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校1111111111年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけ
大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会をををををををををを実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施

2277名名のの生生徒徒がが参参加加 先先輩輩にに憧憧れれのの眼眼差差しし

加須市教育委員会教育長賞受賞者・鈴木莉々菜さんによる作品解説

サ
ッ
カ
ー
部

屋
宜
和
真
さ
ん

来
期
Ｊ
リ
ー
グ
栃
木
S
C
に
内
定

サ
ッ
カ
ー
部

屋
宜
和
真
さ
ん

来
期
Ｊ
リ
ー
グ
栃
木
S
C
に
内
定

平成国際大学大学祭
H.I.U. FESTA 2024

令和7年度（2025年度） 平成国際大学 学部入試日程

社
会
・
情
報
科
学
研
究
所

講
演
会

東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障

第14回こども美術展覧会表彰式記念写真

モイーズ・キスリング《女性像》１９２６年
油彩・キャンバス ７３．３×５４．８cm



《こいのぼりに乗ってどこまでも》
加須市立花崎北小学校 3 年

須之内 志耀

《ヘチマ遊園地へＧＯ》
加須市立加須南小学校 4 年

亀田 愛咲

《ぼくの町にすいかハウスがやってきた》
加須市立騎西小学校 2 年

荒木 聡太

《ちゃぼがふえたよ》
加須市立田ケ谷小学校 1 年

髙𣘺　凪

《緑のめぐみ》
加須市立加須平成中学校 3 年

棚原 あゆみ

《夏の木漏れ日》
加須市立騎西中学校 2 年

新井 陽音

《加須に咲くキレイな花》
加須市立北川辺中学校 3 年

山田　源

《今の私をつくるもの》
加須市立大利根中学校 3 年

金子 絢音

《四季の思い入れ》
加須市立加須東中学校 3 年

稲上　希

《私僕俺》　加須市立加須平成中学校 ３年　松岡 美晴《かがやく火の島》　加須市立花崎北小学校 2 年　ファム ズイ フック 【小学生 ･ 低学年の部】
【中学生の部】

《たくさんの作品を生み出した場所》
加須市立加須小学校 6 年

中原 琉姫

《トマトのゆめの国》
加須市立不動岡小学校 2 年

関口　紬

《ヘチマ森の遊園地》
加須市立三俣小学校 4 年

嶋田 美遥

《ひまわりのはっぱでトランポリン》
加須市立礼羽小学校 2 年

小野田 莉子

《海の中の大ダコ山》
加須市立大桑小学校 4 年

石田 暁成

《上空 ヘチマ アスレチック》
加須市立大越小学校 4 年

荒井 優真

《ランドセルの車で富士山へ行こう》
加須市立種足小学校 3 年

仲澤　慧

《ししまいの祭》
加須市立北川辺西小学校 4 年

服部 碧隼

《ヘチマのたねからほてるにかわった？》
加須市立大利根東小学校 4 年

関根 幸輝

《天使のおだやかな町》
加須市立原道小学校 5 年

山田 梨加

《こいのぼり達の加須めぐり旅》
加須市立元和小学校 6 年

小林 佳純

《おはなかぼちゃ》
加須市立豊野小学校 1 年

青木 実緒

《
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立
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み
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よ
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賞

《サクラ町へようこそ》　加須市立豊野小学校 ５年　齋藤 恵理 【小学生 ･ 高学年の部】

加
須
市
教
育
研
究
会
長
賞

《行こう ! 七色の海へ》　加須市立三俣小学校 ３年　鈴木 莉々菜 【小学生 ･ 中学年の部】

加
須
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
国

際
大
学
附
属
サ
ト
エ
美
術
館
に

て
開
催
さ
れ
た
展
示
作
品
の
一

部
を
紹
介
す
る
。
こ
ど
も
達
が

豊
か
な
想
像
力
で
表
現
し
た
絵

画
世
界
を
、
是
非
ご
堪
能
い
た

だ
き
た
い
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な
お
、
特
別
賞
４
賞
は
「
中

学
生
の
部
」
よ
り
加
須
市
長
賞
、

「
小
学
生
・
低
学
年
の
部
」
よ

り
平
成
国
際
大
学
長
賞
、
「
小

学
生
・
中
学
年
の
部
」
よ
り
加

須
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
、

「
小
学
生
・
高
学
年
の
部
」
よ

り
加
須
市
教
育
研
究
会
長
賞
を

選
出
し
て
い
る
。
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花咲徳栄高校　５年ぶり８回目の夏の甲子園出場花咲徳栄高校　５年ぶり８回目の夏の甲子園出場
　新潟県代表　新潟産業大学付属高等学校と８月９日に対戦し、先制点
を奪うも好機にあと１本出ず、１対２で、惜しくも初戦敗退となった。
甲子園では残念な結果となったが、県内では３冠という偉業を達成し、
５年ぶりの甲子園に立った選手たちの健闘を大いにたたえたい。

を
甲
５

を
甲
５

たくさんのご声援ご協力ありがとうございました

花咲徳栄高等学校硬式野球部が「第１０６回全国高校野球選手権大会」への５

年ぶり８度目の出場において、地元加須市、多くの企業、団体、個人、佐藤栄

学園後援会、同窓会、保護者会、教職員等の皆様からご芳志・ご厚情を賜り、

心から厚くお礼を申し上げます。

本大会の結果につきましては、第１回戦新潟県代表の新潟産業大学附属高等

学校と対戦し１対２と接戦ではありましたが、惜しくも敗退となりました。選

手たちがチーム一丸となって全力でプレーできましたのも、多くの皆様からの

温かいご支援とご声援の賜と深く感謝申し上げます。

遅くなりましたが、甲子園出場に伴う収支がまとまりましたので、ご報告さ

せていただきます。今回の収支差額（残高）につきましては、積立金として管

理し、花咲徳栄高等学校硬式野球部の次回甲子園出場時並びに施設設備の整備

等のため有効に活用させていただきます。

今後とも花咲徳栄高等学校硬式野球部に対しまして、より一層のご支援を賜

りますようお願い申し上げます。

花咲徳栄高等学校 甲子園必勝応援後援会

（収入の部） （単位：円）
摘 要 件 数 金 額 備 考

賛 助 金 等 地元加須市民・企業・後援会・
保護者・同窓会・教職員等 ２，２１９ ３２，００８，２２８

補 助 金
加須市 １ ４，０００，０００
朝日新聞社 １ ２，１３１，６８０ 主催者支給選手滞在費等

賛助金・補助金計 ２，２２１ ３８，１３９，９０８
応援参加費 バス応援（生徒） ５４９ ９，７９０，０００ 個人負担金

応援参加費計 ５４９ ９，７９０，０００

雑 収 入
応援グッズ補助 １４，０００，０００ スポーツ文化振興費
受取利息 ３７６

雑収入計 １４，０００，３７６
繰 越 金 ３１，０４１，７０１
収 入 の 部 合 計 ９２，９７１，９８５

（支出の部）
摘 要 金 額 備 考

＜選手派遣費＞ （ ６，８２８，９５４ ）
選手・監督・コーチ（交通費・宿泊費・強化費等） ６，８２８，９５４

＜野球用具＞ （ ２，３００，０００ ）
ユニフォーム、試合用帽子等用具一式 ２，３００，０００

＜応援費用＞ （ ３１，１９７，８０９ ）
応援参加者費用（交通費・応援グッズ・保険・入場料） ３１，１９７，８０９

＜記念品＞ （ ９，３５１，４８５ ）
記念タオル・記念ボール・記念誌・記念絵皿等 ９，３５１，４８５

＜通信費＞ （ １，８８０，４７９ ）
賛助金文書及び記念品発送費 １，８８０，４７９

＜消耗品・その他諸経費＞ （ ４３２，０６３ ）
封筒・お礼状・その他雑費 ４３２，０６３

支 出 の 部 合 計 ５１，９９０，７９０

収 支 差 額 （ 繰 越 金 ） ４０，９８１，１９５

第１０６回全国高校野球選手権大会収支報告
花咲徳栄高等学校 甲子園必勝応援後援会

（令和６年１１月１２日現在）
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花 咲 徳 栄
新潟産大付

花咲徳栄高校 １－２ 新潟産大付属高校大会スコア
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